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定率減税の見直し（次頁の例１、例２を参照） 
　平成11年度から景気対策とし
て導入された定率減税は、平成
18年度市・県民税では2分の1に
縮減されます 

所得割額の１５％相当額（最高４万円） 
【平成１７年度まで】 

所得税額の２０％相当額（最高２５万円） 
【平成１７年分まで】 

現　　　行 

所得割額の７.５％相当額（最高２万円） 
【平成１８年度】 

所得税額の１０％相当額（最高１２.５万円） 
【平成１８年分】 

改　正　後 

市・県民税 

《参考》所得税 

年金課税の見直し（次頁の例２を参照） 

老年者控除の廃止（次頁の例２を参照） 

　国民年金や厚生年金などの公的年金
等による収入は、雑所得として市・県民税
と所得税が課税されています。この雑所
得の金額は、公的年金等の年間収入金
額から公的年金等控除額を差し引いた
金額となります。 
　平成18年度から、65歳以上の人につ
いての公的年金等控除額が改正されます。
（65歳未満の人については変わりません） 

　６５歳以上で合計所得金額１,０００万円以下の人に適用されて
いた老年者控除は、平成１８年度市・県民税から廃止になります。 

18年度から

改　正　前 

その年中の公的年金 
等の収入金額（Ａ） 

公的年金等控除額 

２６０万円未満 

８２０万円以上 

２６０万円以上 
４６０万円未満 

４６０万円以上 
８２０万円未満 

１４０万円 

（Ａ）×５％ 
＋２０３万円 

（Ａ）×２５％ 
＋７５万円 

（Ａ）×１５％ 
＋１２１万円 

改　正　後 

その年中の公的年金 
等の収入金額（Ａ） 

公的年金等控除額 

市・県民税 

《参考》所得税 

３３０万円未満 

７７０万円以上 

３３０万円以上 
４１０万円未満 

４１０万円以上 
７７０万円未満 

１２０万円 

（Ａ）×５％ 
＋１５５.５万円 

（Ａ）×２５％ 
＋３７.５万円 

（Ａ）×１５％ 
＋７８.５万円 

現　　行 

控除額４８万円 

控除額５０万円 

改 正 後 

廃　　止 

廃　　止 

６５歳以上の人に適用される非課税限度額の見直し（次頁の例３を参照） 
　65歳以上の人のうち、前年の合計所得金額が125万円
以下の人に対する非課税措置は、平成18年度市・県民税
から段階的に廃止となります。 

平成１９年度 平成１８年度 ～平成１７年度 

平成１７年度 平成１８年度～ 

均等割額 ４,０００円 
２,０００円 

（平成１６年度 
までは非課税） 

非課税 全額課税 
税額の３分の２を 
減額※ 

税額の３分の１を 
減額※ 

平成２０年度～ 

※平成１７年１月１日において６５歳に達していた人のみ適用 

妻に対する均等割非課税措置の廃止 
　均等割の納税義務を負う夫と生計を同一にする妻で、夫と同じ市町
村内に住所を有する人に対する均等割の非課税措置が、平成17年度
市・県民税から廃止されています。（平成17年度は経過措置により2分
の1で課税されています。） 

　これらの改正により、６５歳以上の人については、これまで非
課税であった人が課税になったり、市・県民税の申告をすれば
よかった人が、確定申告をする必要が生じたり、新たに申告をし
なければならない人が多くなると思われます。 
　また、公的年金等を受給している人については、所得税法の
改正により公的年金等に係る控除額や源泉徴収される対象支
払額などが変更されていますので、昨年と比べて源泉徴収税額
が増えている人や今年から源泉徴収されるようになった人も多
いと思われます。 

　しかし、公的年金等の所得は源泉徴収はされているものの、
年末調整の対象ではないため、個人で確定申告により、所得税
の精算をしていただく必要があります。もし納め過ぎであれば戻
ってきますので、１月に郵送されてくる「公的年金等の源泉徴収
票」の内容を確認の上、大切に保管しておいてください。 
　なお、確定申告をすれば、市・県民税の申告をしていただく必
要はありません。確定申告の内容に基づき、市・県民税を計算
します。 

〔（３５０万円－１６２万５千円）－（３３万円＋４８万円＋３３万円）〕×５％＝３６,７００円 

３６,７００円－（３６,７００×０.１５）＝３１,１００円（所得割額） 

年収 公的年金等控除 

定率減税額 

配偶者控除 老年者控除 基礎控除 

課税所得×５％ 

課税所得×５％ 

課税所得×５％ 

平成１６・１７年度の税制改正により、平成１８年度から市・県民税について 
次のように改正されます。その主な内容についてお知らせします。 課税所得×１０％ 

－１０万円 

課税所得×１０％ 
　　－１０万円 
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〔（５００万円－１５４万円）－（３３万円＋６６万円＋３３万円）〕×１０％－１０万円＝１１４,０００円 

１１４０００円－（１１４,０００×０.１５）＝９６,９００円（所得割額） 

　確定申告や市・県民税の申

告についての詳細は、広報かに

18年1月15日号と2月1日号でお

知らせいたします。 

　詳しくは、市税務課もしくは所

得税については多治見税務署

（10572澤0101）までお問い合

せください。 

例１　給与所得者で４０歳　年収５００万円　配偶者と子ども２人がいる人の場合 

年収 給与所得控除 

定率減税額 

配偶者控除 扶養控除 基礎控除 税　　　　率 

給与所得控除 
１５４万円 

年収５００万円 
所得３４６万円 

配偶者控除 
３３万円 

扶養控除 
６６万円 

基礎控除 
３３万円 

課税所得 
２１４万円 

税額１１４,０００円 

定率減税 
１７,１００円 

所得割額 
９６,９００円 

税額１１４,０００円 

定率減税 
８,６００円 

所得割額 
１０５,４００円 

〔（５００万円－１５４万円）－（３３万円＋６６万円＋３３万円）〕×１０％－１０万円＝１１４,０００円 

１１４,０００円－（１１４,０００×０.０７５）＝１０５,４００円（所得割額） 

年収 給与所得控除 

定率減税額 

配偶者控除 扶養控除 基礎控除 税　　　率 

給与所得控除 
１５４万円 

年収５００万円 
所得３４６万円 

配偶者控除 
３３万円 

扶養控除 
６６万円 

基礎控除 
３３万円 

課税所得 
２１４万円 

〔（３５０万円－１６２万５千円）－（３３万円＋４８万円＋３３万円）〕×５％＝３６,７００円 

３６,７００円－（３６,７００×０.１５）＝３１,１００円（所得割額） 

例２　年金所得者で６８歳　年収３５０万円　配偶者がいる人の場合 

年収年収 公的年金等控除公的年金等控除 

定率減税額定率減税額 

配偶者控除配偶者控除 老年者控除老年者控除 基礎控除基礎控除 税率 

公的年金等控除額 
１６２万５千円 

年収３５０万円 
所得１８７万５千円 

配偶者控除 
３３万円 

老年者控除 
４８万円 

基礎控除 
３３万円 

課税所得 
７３万５千円 

税額３６,７００円 

定率減税 
５,6００円 

所得割額 
３１,１００円 

税額７９,５００円 

定率減税 
６,０００円 

所得割額 
７３,５００円 

課税所得課税所得×５％ 

〔（３５０万円－１２５万円）－（３３万円＋３３万円）〕×５％＝７９,５００円 

７９,５００円－（７９,５００×０.０７５）＝７３,５００円（所得割額） 

年収 公的年金等控除 

定率減税額 

配偶者控除 基礎控除 税率 

公的年金等 
控除額 
１２５万円 

年収３５０万円 
所得２２５万円 

配偶者控除 
３３万円 

基礎控除 
３３万円 

課税所得 
１５９万円 

課税所得課税所得×５％ 

〔（３５０万円－１６２万５千円）－（３３万円＋４８万円＋３３万円）〕×５％＝３６,７００円 

３６,７００円－（３６,７００×０.１５）＝３１,１００円（所得割額） 

年収 公的年金等控除 

定率減税額 

配偶者控除 老年者控除 基礎控除 

例３　年金所得者で６７歳　年収２４０万円　配偶者がいる人の場合 

公的年金等控除額 
１４０万円 

年収２４０万円 

所得１００万円 

税額２７,０００円 

定率減税 
２,１００円 ２４,９００円 

〔（２４０万円－１２０万円）－（３３万円＋３３万円）〕×５％＝２７,０００円 

２７,０００円－（２７,０００×０.０７５）×１／３＝８,３００円（所得割額） 

２７,０００円－（２７,０００×０.０７５）×２／３＝１６,６００円（所得割額） 

年収 公的年金等控除 

定率減税額 

定率減税額 

配偶者控除 基礎控除 税率 

公的年金等控除額 
１２０万円 

年収２４０万円 
所得１２０万円 

配偶者控除 
３３万円 

基礎控除 
３３万円 

課税所得 
５４万円 

課税所得課税所得×５％ 

２７,０００円－（２７,０００×０.０７５）＝２４,９００円（所得割額） 
定率減税額 

２４０万円ー１４０万円＝１００万円　　非課税 
年収 公的年金等控除 

平成１８年度 
×１／３ 

平成１９年度 
×２／３ 

所得割額 
１６,６００円 

所得割額 
８,３００円 

所得割額 
２４,９００円 

平成２０年度 

非課税（※合計所得金額１２５万円以下） 

用語解説 
「平成１８年度市・県民税」……平成１７年中の所得に応じて、平成１８年６月から納める市・

　　　　　  県民税（均等割額と所得割額の合計額） 
「均等割額」……所得２８万円を超える人が納める市・県民税（一律４,０００円）※１ 
「所得割額」……所得３５万円を超える人が納める市・県民税（所得に応じた額）※２ 

※１　扶養がある人は、所得が２８万円×（扶養人数＋１）＋１７万６千円を超える場合 
　（障害者、未成年者、寡婦または寡夫の人で所得１２５万円以下の人は課税されません） 
※２　扶養がある人は、所得が３５万円×（扶養人数＋１）＋３５万円を超える場合 
　（障害者、未成年者、寡婦または寡夫の人で所得１２５万円以下の人は課税されません） 

課税所得課税所得×１０％ 
－１０万円万円 

課税所得課税所得×１０％ 
　　　　－１０万円万円 

課税所得×１０％ 
－１０万円 

課税所得×１０％ 
　　－１０万円 

課税所得×５％ 

課税所得×５％ 

課税所得×５％ 

【現行】 

【１８年度】 

【現行】 

【１８年度】 

【現行】 

【１８年度】 

【１９年度】 

【２０年度】 
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最
近
は
、
市
街
地
郊
外
で
の
農
地
の
転
用

や
休
耕
、
山
林
の
荒
廃
な
ど
が
進
み
「
人
と

自
然
」
の
関
係
が
途
絶
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
再

確
認
し
、
水
や
緑
な
ど
自
然
の
豊
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
形
成
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
緑
地
の
保
全

お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
の
が「
緑

の
基
本
計
画
」
で
す
。

 　

計
画
は
、
市
民
で
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員

会
を
は
じ
め
、
市
民
意
識
調
査
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
地
域
懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
な
ど
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
も
と

市
民
と
と
も
に
策
定

に
、
２
年
を
掛
け
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
テ
ー
マ
は
「
人
と
自
然
が
生
か
し
生

か
さ
れ
る　

い
の
ち
を
豊
か
に
育
む
『
水
と

緑
と
人
の
共
生
都
市
』」。
施
策
の
も
と
と
な

る
基
本
方
針
を
は
じ
め
、
緑
の
確
保
目
標
、

緑
の
将
来
像
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
緑

の
配
置
計
画
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

 　

基
本
テ
ー
マ
の
実
現
の
た
め
、「
樹
林
地
」

「
水
面
」「
田
園
」「
歴
史
」「
都
市
空
間
」「
市

民
参
加
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
６
つ
の
基
本

方
針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
緑
豊
か
な
丘
陵
地
・
樹
林
地
の
保
全
と

育
成　

②
水
と
緑
を
生
か
し
た
潤
い
あ
る
水
辺
環

境
の
創
造

③
広
が
り
の
あ
る
田
園
空
間
と
洞
の
里
山

景
観
の
保
全
と
活
用

基
本
方
針
は
６
つ

緑
を
守
る
指
針

自然景勝エリア 
鳩吹山、木曽川をはじめ、良好な水辺、地形、地質、
希少動・植物などを後世に残していくエリア 

緑の将来像　２０年後の緑のあるべき姿 

3つのエリア

3つの軸

歴史文化継承エリア 
伝統的・文化的意義を持つ歴史的風土や資産を
後世に伝承し、有効に活用していくエリア 

市街地緑化促進エリア 
生活の豊かさを向上させる、緑豊かな市街地の形
成を図るエリア 

水と緑の環境軸 
人や多くの動・植物が共生し、市の自然環境の骨
格を形成する空間 

水と田園のふるさと軸 
洞の田園と民家と山林が織り成す里山の風景を
残す空間 

緑の拠点と杜づくり

山辺の散歩道 
地域の特色ある豊かな自然環境に親しむことが
でき、歴史や文化に親しむことができる空間 

杜づくり 
市の顔となる中心市街地や歴史的な街並みの
中で、身近に緑を実感できる地域 

緑の拠点 
特色ある緑や水辺、歴史・文化を有する景勝地な
ど、自然の豊かさを感じることがでくる地域の拠点 

鳩吹山鳩吹山 

可児川下流可児川下流 
域自然公園然公園 

鬼ヶ島 

木曽
川

木曽
川 

可
児
川

可
児
川
 

可児市可児市 
運動公園運動公園 

中心市街地中心市街地における 
「市民の杜」づくり 

歴史歴史と文化文化の森 

可児
川

可児
川 

久々利川利川 

花フェスタ記念公園記念公園 

「久々利の杜」づくり 

小渕小渕ため池公園池公園 

浅間山浅間山 

可児可児やすらぎの森 

鳩吹山 

可児川下流 
域自然公園 

鬼ヶ島 

木曽
川 

可
児
川
 

可児市 
運動公園 

中心市街地における 
「市民の杜」づくり 

歴史と文化の森 

可児
川 

久々利川 

花フェスタ記念公園 

「久々利の杜」づくり 

小渕ため池公園 

浅間山 

可児やすらぎの森 

市
は
、「
可
児
市
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
は
、
お
お
む
ね　

年
後
を
目
標
に
、
緑
地
や
景
観
、
歴
史

２０

的
資
産
の
保
全
、緑
地
や
公
園
の
整
備
な
ど
を
、市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
協
働
で
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

広報かに ２００５.１１.１�

ふれあいパ 
ーク緑の丘 

可児川下流可児川下流 
域自然公園然公園 

鳩吹山鳩吹山 

白鬚神社鬚神社 

木曽川左岸土田緑地木曽川左岸土田緑地 
木曽
川

木曽
川 

鳴子近隣公園鳴子近隣公園 

愛
知
用
水

愛
知
用
水
 

鬼ヶ島 

可児市運動公園可児市運動公園 

矢
戸
川

矢
戸
川 

帷子帷子・中切公園中切公園 

薬王寺緑地薬王寺緑地 

横
市
川

横
市
川 

塩河公園塩河公園 
可児可児やすらぎの森 

姫治市姫治市民運動場運動場 

姫
川
姫
川 

可
児
川

可
児
川
r

可児
川

可児
川 

熊野緑地熊野緑地 

大
森
川

大
森
川 

久々利川利川 

村木公園村木公園 

歴史歴史と文化文化の森 

広見市広見市民運動場運動場 

長塚古墳公園長塚古墳公園 
竹林緑地竹林緑地 

ふるさと川公園川公園 

川合公園川合公園 

長山城長山城（明智城明智城）跡緑地跡緑地 

渕之上緑地渕之上緑地 

花フェスタ記念公園記念公園 

中郷川
中郷川 

我田我田の森 

久々利集落利集落 

小渕小渕ため池公園池公園 

浅間山浅間山 

桜ケ丘一丁丘一丁目公園公園 

ふれあいパ 
ーク緑の丘 

可児川下流 
域自然公園 

鳩吹山 

白鬚神社 

木曽川左岸土田緑地 
木曽
川 

鳴子近隣公園 

愛
知
用
水
 

鬼ヶ島 

可児市運動公園 

矢
戸
川 

帷子・中切公園 

薬王寺緑地 

横
市
川 

塩河公園 
可児やすらぎの森 

姫治市民運動場 

姫
川 

可
児
川
r

可児
川 

熊野緑地 

大
森
川 

久々利川 

村木公園 

歴史と文化の森 

広見市民運動場 

長塚古墳公園 
竹林緑地 

ふるさと川公園 

川合公園 

長山城（明智城）跡緑地 

渕之上緑地 

花フェスタ記念公園 

中郷川 
我田の森 

久々利集落 

小渕ため池公園 

浅間山 

桜ケ丘一丁目公園 

④
歴
史
を
継
承
す
る
緑
の
保
全
と
活
用

⑤
憩
い
と
快
適
、
安
全
・
安
心
な
市
街
地

の
形
成

⑥
市
民
・
事
業
者
な
ど
の
参
加
と
協
力
、

連
携
に
よ
る
緑
の
育
成

 　

計
画
で
は
、
緑
の
保
全
と
緑
を
増
や
す
取

り
組
み
に
よ
る
、
具
体
的
な
緑
の
確
保
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
。

都
市
公
園
な
ど
の
整
備
目
標 

　

平
成　

年
に
は
、
１
人
当
た
り
の
都
市
公

３７

園
な
ど
の
面
積
を
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内

で
約　

㎡
／
人
（
平
成　

年　

約　

㎡
）、
市

２４

１２

１６

全
体
で
約　

㎡
／
人（
平
成　

年　

約　

㎡
）

３２

１２

２７

と
な
る
よ
う
自
然
と
共
生
し
た
公
園
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

緑
地
の
確
保
目
標 

　

平
成　

年
に
は
、
都
市
計
画
の
用
途
地
域

３７

内
の
緑
地
率
を
約　

％（
平
成　

年　

約　

２３

１２

１７

％
）、
市
全
体
の
緑
地
率
を
約　

％（
平
成　

６２

１２

年　

約　

％
）
確
保
し
ま
す
。

５９

 　

農
地
、
山
林
、
水
辺
な
ど
土
台
と
な
る
緑

を
守
り
、
公
園
や
市
民
緑
地
な
ど
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、市
民
、

事
業
所
、
行
政
が
協
働
で
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

緑
は
み
ん
な
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
あ
な

た
も
身
近
な
緑
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　

都
市
計
画
課

緑
の
確
保
目
標
は

緑
は
み
ん
な
の
手
で

緑の軸や拠点となる計画拠点緑地を配置し、自然および歴史的風土に
優れた景観の保全が必要な場所を設定緑の配置計画

�郷土を象徴する自然景観と歴史的趣のある風致景観の保全
�鳩吹山と浅間山は、「自然景観保全ゾーン」として、白

鬚神社周辺と久々利集落は「集落景観保全ゾーン」とし

て、保全を図ります

�“水と緑と人の共生都市”のシンボルである「水と緑の環境
軸」の形成
�木曽川・可児川・久々利川・愛知用水沿いの道路などを

散策路として整備・活用し、水辺と親しめる場を創出し

ます

�「水と緑の環境軸」の既存緑地の拡充を図るとともに、

樹林地などを活用した新たな拠点緑地を配置します

�丘陵地の洞の保全に目を向けるきっかけの場を設定
�「水と田園のふるさと軸」の洞の里山景観を保全するた

め、「里山緑地」を配置し、環境学習、農・林業に関す

る体験や交流などに活用し、その保全を図ります

�市街地内の樹林地や史跡などを活用した緑地の創出
�市街地に残された樹林地、社寺林、ため池、史跡などを

活用した緑地を創出します

�市街地近郊に広域利用を対象とした拠点緑地の確保
�レクリエーションや防災拠点となる大規模公園として、

「可児市運動公園」を整備します

�水と緑と歴史をめぐる散策路ネットワークの強化を図る
�「山辺の散歩道」である東海自然歩道、歩道付道路など

の有効活用およびリニューアルを図ります

�緑化を推進する主要な道路を「みどりの道」とし、要所

にポケットパークを設けます

※計画書は市のホームページに掲載しています。また、都市計画課、図書館などにも設置しています。
　兼山地域については、策定期間中期まで合併が未定であったため、また上位計画である総合計画に現時点で含まれていないた
め、見直しの時点で追加します。

緑地配置計画図
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 ●売払い方法 
１．一般競争入札　市が公表する最低売却価格以上で最高価格を提示した人を売払いの相手とする方法です。

２．公募抽選　あらかじめ売払い価格を公表して購入希望者を募集し、応募者が複数の場合は、公開抽選で当

選者を決定して、売払いの相手とする方法です。

 ●売払い物件 
１．一般競争入札による物件　別表１の通り

　　※１人（１社）につき、何件でも申し込みできます。

２．公募抽選による物件　別表２の通り

　　※１人（１社）につき、１物件のみの申し込みとします。

 ●申込方法 
　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付の上、提出してください。なお、申込書、案内書は管財課窓口

でお渡しします。

　※申込書、案内書は市ホームページにも掲載してあります。

　　申込資格や概要などの詳細については、案内書をご覧ください。

 ●必要書類 
　○個人の場合･･･住民票、身分証明書、誓約書（外国人の方は、登録原票記載事項証明書、誓約書）

　○法人の場合･･･法人全部事項証明書、誓約書

市が所有する土地を、一般競争入札で6物件、公募抽選で8物件お売りします。 
個人・法人は問いません。買い受けをご希望の人はぜひご参加ください。 

用途地域最低売却価格（円）地積（㎡）所在地No.

第１種住居地域３５,９９４,９００１１９９.８３土田２３８５�５１

無指定２９,９１４,２００６６４.７６土田７７８�４、７８０�１２

第１種住居地域１９,５３３,２８０３７５.６４広見５丁目５１３

第１種住居地域２２,８１２,３９０４８５.３７広見１５９６�９、１５９６�１３４

無指定６５,０８０,０００２６０３.２０広見１６５２�１５

無指定２０,３９５,３５０４５３.２３中恵土２３７１-１３４６

別表１　一般競争入札による物件

※これらの物件には、抵当権等は付いていません。

用途地域売却価格（円）地積（㎡）所在地No.

第１種住居地域１４,８３０,６４０３３７.０６今渡２４２１�２１

第１種住居地域６,０７３,３３０１４８.１３今渡２５１３�１４２

第１種住居地域６,４７９,８８０１９６.３６今渡２４９５�１３

工業地域７,５４４,６７０２０３.９１土田５０３５�１４

無指定８,９１５,４００２９７.１８塩４７０�１５

第１種低層住居専用地域８,９３８,６００２０３.１５長坂１丁目１３４６

第１種低層住居専用地域８,１９８,５２０２４８.４４みずきケ丘３丁目１４９７

無指定（建築不可）５,５５５,６００３２６.８０下切３４２２�１８

別表２　公募抽選による物件

※これらの物件には、抵当権等は付いていません。

広報かに ２００５.１１.１�

 ●入札案内書・申込書の配布 
　○日時　平成１７年11月１日（火）～平成１７年12月２日（金）　午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）

　○場所　可児市役所管財課（庁舎４階）

 ●受付期間 
　平成１７年１１月１４日（月）～平成１７年１２月２日（金）　午前９時～午後５時（土・日、祝日を除く）

　直接窓口までお持ちいただくか、郵送（期間最終日必着）で提出してください。

 ●受付場所 
　〒５０９-０２９２　可児市広見一丁目１番地　可児市役所管財課

 ●入札・抽選の日時および場所 
　○一般競争入札

　　入札日時　平成１７年１２月１２日（月）午前１０時～

　　入札場所　市役所１階会議室

　○公募抽選

　　抽選日時　平成１７年１２月１３日（火）午前１０時～

　　抽選場所　市役所１階会議室

 ●保証金および売買代金 
　○一般競争入札

　入札保証金……平成１７年12月９日（金）午後３時までに最低売却価格の１００分の５の金額を納付してください。

契約保証金……売買契約締結時までに売買代金の１００分の１０以上の金額から入札保証金を引いた金額を納付

してください。

　　売 買 代 金……契約締結の日から３０日以内に売買代金から契約保証金を引いた金額を納付してください。

　　※入札保証金は落札者以外の方には返金します。

　○公募抽選

　　契約保証金……売買契約締結時までに売買代金の１００分の１０以上の金額を納付してください。

　　売 買 代 金……契約締結の日から３０日以内に売買代金から契約保証金を引いた金額を納付してください。

●問合先　管財課

市有地を買うと、こんな利点が 
○所有権移転登記手続きは市が
行うため、手続き費用が不要！ 
　ただし、登録免許税は必要です。 
○隣地との境界は確定済みです。
境界標の設置と測量も済んで
います。 
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自
分
の
愛
車
な
ど
を
手
放
す
と
き
は
、
責

任
を
持
っ
て
適
正
に
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

愛
車
な
ど
と
一
緒
に
、所
有
者
と
し
て
の「
責

任
」
ま
で
を
放
置
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

廃
車
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
動
車

販
売
店
や
整
備
工
場
な
ど
に
相
談
し
、
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

放
置
さ
れ
た
自
動
車
な
ど
に
よ
り
生
ず
る

障
害
や
危
険
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
で
、
皆

さ
ん
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
と
美
し
い

生
活
環
境
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
自
動
車
等

の
放
置
行
為
は
、
周
辺
へ
の
ご
み
の
不
法
投

棄
も
招
き
ま
す
。
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所

で
放
置
自
動
車
等
を
発
見
し
た
場
合
は
、
土

木
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

土
木
課

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

　

放
置
自
動
車
等
と
は
、
市
が
所
有
ま
た
は

管
理
す
る
道
路
や
公
園
、
河
川
、
市
営
住
宅

な
ど
の
公
共
の
場
所
に　

日
間
以
上
に
わ
た

１０

っ
て
置
か
れ
て
い
る
状
態
の
自
動
車
等
（
バ

イ
ク
や
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
　

年　

月
現
在
、
市
内
で　

件
ほ
ど
の
放

１７

１０

１０

置
自
動
車
の
発
見
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
所
有
者
が
判
明
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

所
有
者
が
不
明
な
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
有
無
や
破
損
状
況
な
ど
を
調
査
。

放
置
さ
れ
た
自
動
車
か
ど
う
か
不
明
な
時
は

「
放
置
自
動
車
等
認
定
委
員
会
」の
意
見
を
聴

い
て
、
総
合
的
な
判
断
を
し
ま
す
。

 　

放
置
自
動
車
等
が
発
見
さ
れ
る
と
、
そ
の

所
有
者
を
調
査
し
、
市
か
ら
所
有
者
に
撤
去

す
る
よ
う
勧
告
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
撤
去
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
さ
ら
に
撤
去
命
令
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
期
限
内
に
撤
去
さ
れ
な
け
れ
ば
、
命

令
に
違
反
し
た
と
し
て
告
発
。
所
有
者
に　
２０

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

 　

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
撤
去
し
処
分
し
た

場
合
、
そ
の
撤
去
、
保
管
お
よ
び
処
分
に
要

し
た
費
用
を
所
有
者
に
請
求
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
有
者
が
不
明
ま
た
は
連
絡
先
が

不
明
の
場
合
で
も
、
廃
棄
物
（
自
動
車
と
し

て
使
用
で
き
な
い
）
と
判
明
ま
た
は
放
置
自

動
車
等
認
定
員
会
で
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
る

と
市
で
迅
速
に
撤
去
・
処
分
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

廃
棄
物
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で

も
、
支
障
が
あ
る
と
き
は
移
動
し
、
保
管
さ

れ
て
６
カ
月
が
経
過
す
れ
ば
市
の
所
有
物
と

し
て
処
分
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
処
分
後
に
所
有
者
が
判
明
し
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
掛
か
っ
た
費
用
を

所
有
者
に
請
求
し
ま
す
。

違
反
者
に　

万
円
以
下
の
罰
金

２０

撤
去
の
費
用
を
所
有
者
に
請
求

放置自動車に捨てられたごみ

放
置
自
動
車
等
と
は

市内の公園や道路など公共の場所に放置されている自動車。 
その中に捨てられたたくさんのゴミ。 
これらは、まちの美観を損ね、通行の妨げになるだけでなく、放置された自動車等にごみが捨てられ、さ
らには火災を起こすなどして、生活環境に支障を及ぼしています。 
そこで市は、放置自動車対策として「放置自動車等の防止及び処理に関する条例」を制定し、１８年１
月１日から施行します。 
ここでは、この条例の内容についてお知らせします。 
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電子投票に対する市の考えと今後の対応についてお知らせします 電子 
投票 

裁判結果に対する市の考え 
　本市は、平成15年7月の電子投票実施以降、選挙に関する
異議申出等に対し、本市の考えを主張してきました。 
　しかし、本年7月に最高裁で選挙無効が確定したため、実質
的な判断を示している3月の名古屋高裁の判決を真摯（しんし）
に受け止め、その事実認定や判断を、全面的に尊重しています。 

国への提言 
　本年3月に、名古屋高裁で選挙無効の判決が出され、電子投票推進への影響が憂慮される事態となったことに対し、実施した自治
体として責任を痛感するとともに、本市の事例が今後の安全で安定した電子投票制度確立への教訓として生かされるようにと、5月に
「電子投票制度の運用・改善等に関する提言書」を総務大臣に提出しました。 
　提言の内容は、 1． 電子投票の機器、システムが各事業者によって異なっており、安全性を確保するため、公的な第三者機関による
機器、システムの認証制度を創設すること 2． 電子投票機の故障等により投票が中断した場合、緊急措置として自書式（投票用紙）で
の投票に切替えができるように法制度の見直しをすることなど4項目であり、市議会が3月に衆議院議長、内閣総理大臣等に提出した
「電子投票制度の見直しを求める意見書」の骨子を踏まえたものです。 

今後の対応 
　本市では、本年3月、従来の電子投票条例を廃止し、新たに、次回の任期満了に伴う市長選挙から改めて電子投票を行うとする条
例を制定しました。 
　しかし、実際に電子投票を行うにあたっては、本市の国への提言がどの程度、実行されたか、それにより、本市として安全で安定した
電子投票を、安心して導入できる状況になったのかを見定めたうえで、最終的な判断をしたいと考えています。 

電子投票に対する市の考え 
電子投票には以下の長所があります 
○体や目の不自由な人向けの機器を利用したバリアフリー化 
　（投票の機会を実質的に保障） 
○手書きの投票による疑問票や無効票をなくす 
　（有権者の意思を正確に反映） 
○開票結果の迅速な公表 
　国の将来の方向としても電子投票に向かっていくものと考え
られ、本市としても、これを推進する立場に変わりはありません。 

　アスベストは、その繊維が空気中に浮遊した状態にあると危険であると言われています。 
　建築物においては、耐火被覆材等として吹き付けアスベストが、屋根材・壁材・天井材等としてアスベストを含んだセメン
ト等を板状に固めたボードなどが使用されている可能性があります。露出して吹き付けアスベストが使用されている場合、劣
化などによりその繊維が飛散する恐れがありますが、板状に固めたスレートボードや天井裏・壁の内部にある吹き付けアス
ベストからは、通常の状態では室内に飛散する可能性は低いと考えられます。 
　吹き付けアスベストは、戸建て住宅では通常使用されていませんが、マンションなどで駐車場などに使用されている可能
性があります。不安な場合は、販売業者や管理会社を通して建築時の工事業者や建築士などに使用の有無を問い合わせ
てみましょう。 

Ａ．通常の状態では、飛散する可能性は低いです。 

　経済産業省の調査によると、ファンヒーターやストーブ、アイロン、オーブントースターやオーブンレンジ、炊飯器、掃除機、ド
ライヤーなどの製品の一部に使用されていますが、通常の使用時には、アスベストの放出の可能性はありません。また、その
ほとんどが現在は製造されておらず、現在製造が行われているものについても、代替化をすみやかに実施することが確認さ
れています。不安な場合は、製造元などに問い合わせてみましょう。詳しい品目リストについては、経済産業省ホームページ 
http://www.meti.go.jp/press/20050912006/20050912006.html  で確認することができます。 

Ａ．一部の製品に使用されていますが、放出の可能性はありません。 

　一般の廃棄物と同じように、可児市のごみの出し方に従って出してください。ただし、アスベストは空気中に飛散すると危
険なため、家庭からアスベストが含まれる製品を排出するときは、製品を分解せず、そのままの状態で出すようにするなど、飛
散させないようにご注意ください。 

Ａ．分解せず、そのままの状態で、ごみの出し方に従って排出してください。 

●問合先　環境課 

●問合先　市選挙管理委員会事務局（総務課内） 
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ぼ
く
は
虫
が
好
き
で
す
。

　

最
近
、
外
来
種
の
虫
を
お
店
で
買

っ
て
き
て
、
世
話
を
す
る
の
が
め
ん

ど
う
に
な
り
、
に
が
し
て
し
ま
う
人

が
い
ま
す
が
、
外
国
産
の
虫
は
日
本

産
の
虫
よ
り
力
が
強
く
て
、
日
本
の

虫
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
外
国
産
の
虫
を
手
に

入
れ
た
人
は
、
死
ぬ
ま
で
世
話
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

名
和
昆
虫
博
物
館
の
名
和
先
生
に

話
を
き
い
た
と
き
、
た
く
さ
ん
虫
を

つ
か
ま
え
て
も
い
い
け
ど
、
そ
の
虫

の
生
息
地
は
こ
わ
さ
な
い
で
ほ
し
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
風
物
詩
の
ホ
タ
ル
も
、
川
に

ゴ
ミ
を
す
て
た
り
、
生
活
は
い
水
を

流
す
と
、生
活
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

川
に
い
る
ほ
か
の
虫
や
生
き
物
た
ち

も
生
き
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
虫
を
よ
く
つ
か
ま
え
に
行
く

場
所
に
行
く
と
、
あ
ま
り
虫
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
き
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
草
を
か
ら
す
た
め
の
薬
を
ま
い

た
そ
う
で
す
。
生
き
物
も
い
っ
し
ょ

に
死
ん
で
い
っ
た
の
か
、
あ
ま
り
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
然
と
な
か
よ
く
く
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
生
き
物
の

生
息
地
を
こ
わ
さ
な
い
で
ほ
し
い
で

す
。

生
き
物
の
生
息
地
を
守
ろ
う

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

　
　
　
　
　
　
　

●
高
田
健
司
君
（
旭
小
四
年
）

　

僕
は
十
月
十
六
日
に
、
ア
ー
ラ
の

「
一
生
残
る
レ
ン
ガ
」に
絵
を
か
く
と

い
う
体
験
を
し
に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
僕
は
、
あ
ら
か
じ
め
去
年
や

っ
た
人
の
レ
ン
ガ
を
見
て
み
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
な
る

の
か
。」
と
か
「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て

み
よ
っ
か
な
。」
と
考
え
て
い
ま
し

た
。

　

僕
は
、
自
分
の
手
形
と
名
前
と
作

っ
た
日
付
を
か
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
去
年
作
っ
た
人
の

レ
ン
ガ
が
印
象
に
残
っ
た
か
ら
で

す
。

　

レ
ン
ガ
の
材
料
は
、
さ
さ
ゆ
り
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
出
た
ご
み
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
ね
ん
ど
で
し
た
。
そ
の

ね
ん
ど
に
は
、
小
石
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
小
石
が
と
て
も
じ
ゃ
ま

で
ほ
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
と
中
で

ま
ち
が
え
る
と
指
で
こ
す
っ
て
消
し

ま
す
が
、
そ
こ
だ
け
つ
る
つ
る
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
少
し
不
満
で
し

た
。
完
成
し
た
と
き
に
そ
こ
だ
け
深

く
へ
こ
ん
で
い
た
ら
、
と
考
え
る
と

と
て
も
心
配
で
す
。
手
形
の
指
の
部

分
を
か
く
と
こ
ろ
は
、
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
僕
が
作
っ
た
レ
ン
ガ
が
ア
ー

ラ
の
歩
道
に
う
め
こ
ま
れ
る
の
は
、

来
年
の
２
月
ご
ろ
だ
そ
う
で
す
。
ま

だ
先
で
す
が
、
で
き
上
が
り
が
楽
し

み
で
す
。
一
生
残
る
作
品
だ
か
ら
で

す
。

一
生
残
る
ア
ー
ラ
の
レ
ン
ガ
作
り

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

　
　
　
　
　
　
　

●
小
栗
大
輝
君
（
旭
小
六
年
）

レンガに手形を描く小栗君

毎年作っている昆虫標本
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夏に浴衣を着て、撮って
もらったよ！とってもか
わいいでしょ♪

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●有限会社ふるた　●土田幸嗣 
●玉置武司　●国際ソロプチミスト 
可児　●千とせ会　●操歌謡教室 
●掛布幸治 

ふたりは仲良し兄弟☆いとこの
るきやくんと3人で遊べるのが楽
しみなんだ♪

だいきくんとみつきちゃ
んと、早く走り回って遊
びたいなぁ☆

　休眠期前半の12月下旬から１月下旬ごろまでが作業
に適しています。 
【手　順】 
①小枝や枯れ枝、３年以上経過し花つきが悪くなった
古い枝を切り捨てる 
②新しい枝の先端20～30センチメートルは組織がまだ
未熟なため切り捨てる 
③花つきをよくするため、できるだけ枝を寝かせて誘
引する 

4

（文・イラスト　花フェスタ記念公園） 

▲ポールへの誘引 
らせん状にややひねりな 

がら曲げると折れにくい。 

▼アーチへの誘引 
枝をＳ字形に曲げると 

上から下までよく花が 

つく。 

▲トレリス、フェンスへの誘引 
枝と枝との間隔は20～30センチメートルくらい。 

なるべく水平に固定させる。 

かわいいお子さんの
写真を受け付けてい
ます。ぜひご応募く
ださい。 

　　　　 〒509-0292 広見一丁目1番地　 
　　　　　「こっちむいてパシャッ」係 
　 kouhou@city.kani.gifu.jp 
（２５０キロバイト～１.５メガバイト程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生年 
月日、保護者の氏名、住所、電話番号、 
コメントを30文字程度明記してください。 

広報かに ２００５.１１.１��
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健
康
フ
ェ
ア
可
児 

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
を 

　
　

月　

日
と　

日
の
両
日
、
文
化
創
造
セ

１０

１５

１６

ン
タ
ー
で
、
毎
年
恒
例
の
健
康
フ
ェ
ア
可
児

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で　

回
目
。

１５

　
　

日
は
料
理
愛
好
家
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

１５
の
平
野
レ
ミ
さ
ん
の
講
演
会
が
主
劇
場
で
行

わ
れ
、
詰
め
掛
け
た
約
１
０
０
０
人
の
お
客

さ
ん
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い
話
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
可
児
医
師
会
に
よ
る
健
康
測
定

１６
機
器
の
体
験
や
可
児
歯
科
医
師
会
に
よ
る
お

口
の
健
診
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
一
日
中

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
屋
外
で
は
、
市
内
の
名

所
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
、
市
民
団
体

に
よ
る
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
な
ど
も
行
わ

れ
、
健
康
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら

体
験
し
考
え
ら
れ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

月　

日
、
兼
山
で
戦
国
武
者
行
列
「
若

１０

１６

獅
子
蘭
丸
２
０
０
５
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

兼
山
は
森
蘭
丸
の
生
誕
地
。こ
の
行
列
は
、

蘭
丸
が
時
を
超
え
ふ
る
さ
と
の
地
に
よ
み
が

え
り
、
森
一
族
の
武
将
・
姫
・ 
槍 
隊
・
弓
隊

や
り

な
ど
と
と
も
に
勇
壮
華
麗
な
戦
国
絵
巻
を
繰

り
広
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

行
列
に
は
、
地
元
中
学
生
を
は
じ
め
徳
島

県
、
大
阪
府
な
ど
全
国
か
ら
公
募
で
選
ば
れ

た　

人
が
参
加
。
兼
山
の
本
通
り
な
ど
約
２

３５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

兼
山
戦
国
武
者
行
列 

戦
国
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

▲歯みがきの指導を受ける子ども

　

ま
た
、
自
主
参
加
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
路

上
で
の
寸
劇
や
観
客
を
巻
き
込
ん
だ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
も
所
々
で
行
わ
れ
、
観
客
か

ら
声
援
が
上
が
り
ま
し
た
。

�観客に笑顔で手を振る姫

▲コースの途中で森家にちなんだ寸劇が披露された

表情豊かに話をする平野レミさん

▲頭と手に電流を流してストレス点数を計る
　計測器を体験する参加者

鉄砲隊、槍隊などに続き、馬にまたがった森蘭丸や姫車に乗った
姫たちがゆっくりと列を進めた
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９
月　

日
、
今
渡
北
小
学
校
の
児
童
に
よ

１６

る
交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
行
事
は
、
開
校
以
来
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で　

回
目
。
児
童
た

２３

ち
が
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
た
手
紙
や
し

お
り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。
児

童
の
代
表
た
ち
は
、
地
元
の
お
年
寄
り
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
手
紙
な
ど
を
手
渡
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
９
月　

日
、　

日
に
は
、
文
化
創
造

２３

２４

レ
タ
ー
作
戦
・
記
念
展
示 

み
ん
な
の
交
通
安
全
を
願
っ
て 

　
　

月
１
日
朝
。
市
役
所
南
の
さ
つ
き
バ
ス

１０
停
留
所
前
で
、
こ
の
日
か
ら
運
行
を
開
始
す

る
こ
と
と
な
っ
た
兼
山
線
の
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
で
は
市
長
ら
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
バ
ス
を
運
行
す
る
東
濃
鉄
道
株
式
会

社
取
締
役
乗
合
営
業
部
長
の
冨
田
尚
之
さ
ん

に
、
市
長
か
ら
デ
ザ
イ
ン
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
８
時　

分
に
最
初
の
バ
ス
が
兼
山
に

１５

向
け
て
出
発
。
こ
の
便
に
は
兼
山
の
元
役
場

前
停
留
所
か
ら
も
多
く
の
人
が
乗
車
し
席
は

満
席
と
な
り
、
さ
つ
き
バ
ス
へ
の
期
待
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

さ
つ
き
バ
ス
兼
山
線
開
通
 

バ
ス
で
つ
な
が
り 

さ
ら
に
身
近
に 

　

可
児
郷
土
歴
史
館
は
、　

月　

日
（
日
）

１１

２７

ま
で
、
特
別
展
「
発
掘
ス
ペ
シ
ャ
ル
可
児
〜

埋
も
れ
て
い
た
柿
田
の
歴
史
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
平
成　

〜　
１１

１３

年
度
に
か
け
て
、
柿
田
地
区
で
行
わ
れ
た
発

掘
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

分

１１

１２

３０

か
ら
、
小
野
木
学
さ
ん
（
県
教
育
委
員
会
）

を
招
い
て
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
入
館
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
館　
　
 
　

�
�
０
２
１
１

可
児
郷
土
歴
史
館
特
別
展
 

土
器
や
農
機
具
な
ど
た
く
さ
ん 

セ
ン
タ
ー
で
、
レ
タ
ー
作
戦
な
ど
の
歴
史
を

振
り
返
る
記
念
展
示「
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
当
時
の
写

真
や
手
紙
の
や
り
取
り
を
ま
と
め
た
冊
子
な

ど
を
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

市長からデザイン鍵を受け取る冨田さん

出土品など約４００点が展示される会場

記念展示では懐かしい写真も張り出された
（文化創造センター・下恵土）

ドライバーに手紙を渡す児童（国道２４８号・下恵土）

レター作戦などで配られたマスコット
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花
い
っ
ぱ
い
運
動  

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
こ
の
秋
も
実
施
さ
れ
ま

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
中

１１

１３

●
内
容　

清
掃
と
花
の
苗
植
え

清
掃 

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
の
清
掃

・
ご
み
は
次
の
よ
う
に
色
分
け
し
た
収
集
袋

に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
集
め

て
く
だ
さ
い
（
後
日
、
市
が
回
収
し
ま
す
）

〔
収
集
袋
の
色
〕

可
燃
物 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
黄
色

金
物 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
ピ
ン
ク
色

ア
ル
ミ
缶 
…
…
…
…
…
…
…
… 
オ
レ
ン
ジ
色

ガ
ラ
ス 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
緑
色

草 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
透
明

陶
器 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
乳
白
色

花
の
苗
植
え 

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
に
パ
ン
ジ
ー
の

花
の
苗
を
植
え
ま
す

〈
注
意
事
項
〉

・
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い

・
家
庭
の
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

維
持
管
理
課

 
女 
と 
男 
の
か
が
や
き
講
演
会  

ひ
と 

ひ
と

人
気
弁
護
士
の
講
演
会
を
開
催

　

市
は
、
弁
護
士
の
住
田
裕
子
さ
ん
を
迎
え

て
、
人
権
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
日　
　

月
３
日
（
土
）

１２

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
（
午

３０

３０

後
１
時
開
場
）

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

催
し 

E
ven

t

●
演
題　
「
豊
か
な
社
会
の
落
と
し
穴
」〜
行

列
の
で
き
る
法
律
相
談
所
か
ら
〜

●
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

入
場
整
理
券
配
付 

▽
日
時　
　

月　

日（
火
）　

午
前
８
時　

分

１１

１５

３０

〜
▽
配
付
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
兼
山

振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所
（
１
人
２
枚
ま

で
）

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。
託
児

を
希
望
す
る
人
は
、　

月　

日
（
金
）
ま

１１

２５

で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

日
本
ラ
イ
ン
広
域
観
光
推
進
協
議
会  

鳩
吹
山
を
歩
こ
う

　

日
本
ラ
イ
ン
広
域
観
光
推
進
協
議
会
（
犬

山
市
、
各
務
原
市
、
可
児
市
、
美
濃
加
茂
市
、

坂
祝
町
）
は
、
地
域
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、

連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
４
市
１
町
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
鳩

吹
山
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）
雨
天
中
止

１１

１３

●
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

●
集
合
場
所　

名
鉄
可
児
川
駅
前

●
コ
ー
ス　

初
心
者
コ
ー
ス
（
所
要
時
間
・

約
２
時
間
）、経
験
者
コ
ー
ス（
所
要
時
間
・

約
３
時
間　

分
）

３０

●
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
歩
き
や
す
い
靴

な
ど

●
参
加
費　

無
料

※
当
日
受
け
付
け
で
、各
自
ス
タ
ー
ト
で
す
。

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

市
商
工
観
光
課

　「心豊かな福祉のまちづくり」を進めてい

る市は、第１１回可児市長杯車椅子ツインバ

スケットボール大会を開催します。

　スピード感あふれる白熱した試合が繰り

広げられます。ぜひ応援に来てください。

●期日　１１月１９日（土）、２０日（日）

●時間　○１９日＝午前１１時３０分～午後４時

３０分（正午試合開始）　○２０日＝午前１０時

３０分～午後５時（午前１１時２０分試合開始）

●場所　帷子公民館

●参加チーム　○１９日＝市内中学校　○２０

日＝岐阜エクスプレス、静岡バリアーズ、

Pockeys、信

州流星倶楽部

●問合先

　　福祉課

車椅子ツインバスケットボール大会

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援ををををををををををををををををををををを皆さんのご声援を

講師の住田裕子さん

昨年の大会の様子
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わ
く
わ
く
お
と
な
塾  

男
女
共
同
参
画
講
座
を
開
催

　

わ
く
わ
く
お
と
な
塾
と 

（
ピ
ー
キ
ュ
ー

ブ
）
可
児
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考

え
る
「
わ
く
わ
く
お
と
な
塾
第　

回
講
座
」

３０

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１１

１２

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

桜
ケ
丘
公
民
館

●
演
題　

人
生
い
ろ
い
ろ　

女
も
男
も
い
ろ

い
ろ
�
多
様
性
に
気
づ
く
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
�

P３ 

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
シ
ー
ン
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　
 

の
増
尾
さ
ん
�
�
３
６
９

２
、
田
村
さ
ん
�
�
４
６
５
６

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動  

地
域
の
安
全
を
考
え
よ
う

　

県
は
、
自
分
の
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち

で
守
る
を
合
い
言
葉
に
「
平
成　

年
度
岐
阜

１７

県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１１

１９
P３ 

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
内
容　

○
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
賞
表

彰　

○
講
演
＝
「
子
ど
も
が
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
小
宮
信
夫
さ
ん
（
立
正
大
学
助

教
授
）　

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

県
県
民
生
活
安
全
室

　

�
０
５
８
（
２
７
２
）
１
１
１
１

可
児
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ  

定
期
演
奏
会
を
開
催

　

可
児
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
第
６

回
と
な
る
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２０

●
時
間　

午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時　

分
開

３０

場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
共
演　

可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
伝
説
の
島
Ｚ
Ｚ
（
ズ
ズ
）」

●
入
場
料　

無
料

※
親
子
室
も
利
用
可
能
で
す
。

●
問
合
先　

同
団
団
長
の
黒
岩
さ
ん

　

�
�
１
０
５
０

か
に
か
に
探
訪
ク
ラ
ブ  

蘭
丸
ゆ
か
り
の
地
を
歩
こ
う

　

か
に
か
に
探
訪
ク
ラ
ブ
は
、
兼
山
「
蘭
丸

ゆ
か
り
の
地
」
を
た
ず
ね
歩
く
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。　

兼
山
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）
小
雨
決
行

１１

１２

●
集
合
時
間　

午
前
９
時
集
合

●
集
合
場
所　

兼
山
公
民
館

●
コ
ー
ス　

兼
山
湊
跡
、
可
成
寺
・
蘭
丸
の

墓
、金
山
城 
址 
な
ど
の
史
跡
を
巡
る
約
５
・

し

４
㎞（
所
要
時
間
・
約
２
時
間　

分
）

３０

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

同
ク
ラ
ブ
の
太
田
勝
康
さ
ん
�

�
７
２
５
６
、
伊
藤
保
之
さ
ん
�
�
１
３

６
９

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
や
っ
て
み
よ
う

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
）
は
、「
Ａ
Ｌ
Ｐ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ

ェ
ス
タ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
０
５
」
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
健

康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２７

●
時
間　

正
午
〜
（
午
前　

時　

分
開
場
）

１１

３０

●
場
所　

上
之
郷
中
学
校
（
可
児
郡
御
嵩
町

上
之
郷
）

●
内
容　

○
１
部
＝
サ
ー
ク
ル
発
表
会　

○

２
部
＝
み
ん
な
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
受
付

時
間
２
時
ま
で
）

●
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
８

０
０
円

●
問
合
先　

Ａ
Ｌ
Ｐ
事
務
局
の
加
藤
さ
ん

�
�
０
３
２
０

●期日 11月19日（土）～20日（日）
●場所 ふれあいパーク・緑の丘（花フェスタ記念公園南）

●問合先 農林課
※イベントの内容および時間は、都合により変更する場合があります。

開会式 

宮太鼓演奏 

つきたてもちの 
試食 

花木 
素人市 

農産物品評会 
出品即売会 

スーパー演奏会 
一期一会 

お楽しみ抽選会 
抽選券配布 

農業体験 
学習表彰式 

お楽しみ 
抽選会 

東濃実業高校 
吹奏楽部演奏 

トキワ 
幼稚園 
演奏 

烏峰太鼓 
演奏 

手作り 
バターに 
チャレジ 

農産物 
品評会 
表彰式 

新米プレゼント 
先着1000人 

花木苗 
プレゼント 

つきたてもちの 
試食 

農産物 
輪投げ 

さと い も 煮 の 試 食  
木 工 教 室・紙 飛 行 機 教 室  

消 防 の 広 場  
さと い も 煮 の 試 食  

木 工 教 室・紙 飛 行 機 教 室  
ス ピ ードク ジ  

ス ピ ードくじ  

 

○農産物品評会（特設テントで20日13時30分まで）　○新鮮農産物の即売会（２日間、終日） 
○ふあふあ（２日間終日、有料100円） 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１９ 
日 
貍 

２０ 
日 
豸 

さと い も 煮 の 試 食  

消 防 の 広 場  

木 工 教 室・紙 飛 行 機 教 室  

ス ピ ードくじ  
木 工 教 室・紙 飛 行 機 教 室  

さと い も 煮 の 試 食  

ス ピ ードク ジ  

東濃実業高校 
吹奏楽部演奏 

１１
/１９（
１０：
００
～１
５：０
０）
、１１
/２０（
９：３
０～
１５：
００
） 

可
児
農
業
祭
実
行
委
員
会（
可
児
市
） 

 

可
児
の

新
米
な
ど
が

当
た
る
！
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里
山
ク
ラ
ブ
可
児  

里
山
の
秋
を
味
わ
お
う

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
里
山
ク
ラ

ブ
可
児
」
で
は
環
境
講
座
「
里
山
の
秋
を
味

わ
お
う
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

●
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

●
内
容　

松
の
ご
か
き
、
山
の
手
入
れ
、
ジ

ネ
ン
ジ
ョ
を
堀
り
、
と
ろ
ろ
汁
を
作
る

●
対
象
者　

親
子
・
一
般
（
年
齢
制
限
な
し
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１１

１８

●
場
所　

我
田
の
森
（
久
々
利
）

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

ふ
る
さ
と
発
見
写
真
展  

写
真
を
出
品
し
ま
せ
ん
か

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
可
児
の
良

さ
の
再
発
見
部
会
は
、
第
６
回
ふ
る
さ
と
発

見
写
真
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
自
然
豊

か
な
可
児
の
野
草
を
写
真
に
し
て
、
出
品
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
テ
ー
マ　

可
児
の
野
草

●
規
格　

キ
ャ
ビ
ネ
（
１
２
０
ｍ
ｍ
×
１
６

５
ｍ
ｍ
）
以
上
四
つ
切
以
内

●
応
募
方
法　

規
定
の
応
募
用
紙
に
氏
名
、

募
集 
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題
名
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
撮
影
場
所
の
略
地

図
を
記
入
し
、
環
境
課
ま
た
は
兼
山
振
興

事
務
所
、
各
連
絡
所
に
直
接
提
出
す
る
。

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
受
付
期
間　
　

月
１
日
（
木
）
〜　

年
１

１２

１８

月　

日
（
火
）

３１

写
真
展 

▽
期
日　
　

年
２
月　

日
（
土
）、　

日
（
日
）

１８

２５

２６

環
境
フ
ェ
ス
タ
期
間
中

▽
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

※
後
日
、
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
で
巡
回
展

を
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　

環
境
課

可
児
市
め
だ
か
の 
楽
校   

が
っ
こ
う

川
を
観
察
し
よ
う

　

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校
は
、
水
質
調
査
な

ど
を
す
る
「
石
原
川
・
山
座
川
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

●
集
合
場
所　

市
役
所
正
面
玄
関
前

　
（
現
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

●
コ
ー
ス　

寺
ケ
洞
た
め
池（
石
原
）〜
可
児

川
下
流
域
自
然
公
園
ま
で
の
約
４
㎞
（
一

部
バ
ス
利
用
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

６０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１１

１１

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

市
史
編
さ
ん  

市
史
発
刊
記
念
講
演
会
を
開
催

　

市
は
、
可
児
市
史
第
一
巻
通
史
編
考
古
・

文
化
財
の
発
刊
を
記
念
し
て
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２７

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
講
師　

永
田
信
一
さ
ん
（
京
都
市
考
古
資

料
館
館
長
）

●
演
題　

京　

洛
中
の
桃
山
茶
陶

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

８０

●
申
込
締
切
日　
　

月　

日
（
火
）

１１

２２

●
申
込
・
問
合
先　

市
史
編
さ
ん
室

　

�
�
�
４
６
０
１

可
児
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
協
議
会  

家
庭
教
育
の
勉
強
会
を
開
催

　

可
児
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
協
議
会

は
、
家
庭
教
育
を
通
し
て
豊
か
な
心
づ
く
り

を
育
て
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
水
）

１１

１６

●
時
間　

午
前　

時
〜

１０

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

●
講
師　

谷
口
育
子
さ
ん
（
ぎ
ふ
家
庭
教
育

研
究
所
所
員
）

●
内
容　

適
応
性
を
育
て
る
家
庭
教
育

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

同
会
の
奥
村
さ
ん

　

�
�
４
８
５
９

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会  

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、
手
作

り
品
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１２

１８

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
出
店
物　

手
作
り
品
に
限
る

●
出
店
料　

１
ブ
ー
ス
＝
１
２
０
０
円

●
募
集
ブ
ー
ス　
　

ブ
ー
ス
（
抽
選
）

２０

●
対
象
者　

可
児
・
加
茂
地
域
（
さ
さ
ゆ
り

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
内
）
在
住
の
人

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
出
品
物
（
全
部
）
を
記
入
し
、

〒
５
０
９
�
０
２
０
５
徳
野
南
１
�　
３３

「
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
」あ
て
に

送
る

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
水
）
必
着

１１

３０

●
問
合
先　

同
会
の
藤
田
さ
ん�

�
４
０
１
４
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体
育
連
盟  

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
体
育
連
盟
は
、
可
児
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
利
用
す
る
た
め
の
、
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
講
習
時
間

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

で
申
し
込
む（
当
日
の
受
け
付
け
は
不
可
）

●
申
込
開
始
日　
　

月　

日
（
木
）
午
前
８

１１

１０

時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

１０

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局
�
�
８
６
０
０

可
児
市
卓
球
協
会  

卓
球
選
手
権
に
参
加
し
よ
う

　

可
児
市
卓
球
協
会
は
、
可
児
市
卓
球
選
手

権
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
４
日
（
日
）

１２

●
時
間　

午
前
９
時
〜

●
場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー（
坂
戸
）

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
申
込
方
法　

体
育
連
盟
事
務
局
（
海
洋
セ

ン
タ
ー
隣
・
錬
成
館
内
）
に
備
え
付
け
の

用
紙
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
土
）

１１

１９

●
問
合
先　

同
協
会
の
鈴
木
広
行
さ
ん

　

�
�
６
６
４
０

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー  

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

は
、
雇
用
情
勢
や
定
年
後
の
職
業
生
活
に
必

要
な
知
識
・
情
報
の
提
供
を
行
う
「
職
業
生

活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
木
）

１１

１７

●
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

●
場
所　

み
の
か
も
文
化
の
森
（
美
濃
加
茂

市
蜂
屋
町
）

●
内
容　

年
金
と
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
〜
定
年
後
の
家
計
は
大
丈
夫
？
正

し
く
知
っ
て
備
え
よ
う
〜

●
講
師　

田
口
省
三
さ
ん
（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

無
料

●
対
象
者　
　

才
以
上
で
在
職
者
の
人
、
定

４５

年
間
近
の
人（
離
職
者
も
可
）。
企
業
の
人

事
・
労
務
等
担
当
者

●
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

郵
送
（
〒
５
０
０
�
８
８
５
６
岐
阜
市
橋

本
町
２
�　

濃
飛
ビ
ル
５
階
）
で
申
し
込

２０

む
●
申
込
･
問
合
先　

同
コ
ー
ナ
ー

　

�
０
５
８
（
２
５
１
）
８
５
５
１
、
�
０

５
８
（
２
５
１
）
８
６
２
６　

都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅  

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
が
建
設
時
に
補
助
を
し
た
、
優
良
な
賃

貸
住
宅
「
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
・
蘇
南
」
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格　

同
居
親
族
が
あ
る
世
帯
で
、

一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数　

２
戸

●
所
在
地　

今
渡
２
６
１
１
�
１

●
建
物
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５

階
建
て
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

●
家
賃
の
補
助　

無
し

●
選
定
方
法　

抽
選

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
火
）

１１

２２

●
申
込
先　

め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組
合
可
児

本
部 

�
�
５
１
１
５

●
問
合
先　

建
築
指
導
課　
　
　

吹きガラスで作ったクリスマスツリー

　わくわく体験館のガラス工房では、
「吹きガラスで作るクリスマスツリ
ー」の受講生を募集します。
●期日とコースと時間

●場所　わくわく体験館（塩河）
●内容　吹きガラスの技法でクリス
マスツリーを作る

●対象者　小学５年生以上
●定員　各コース１２人（抽選）
●参加費　２,０００円（材料費含む）
※天然素材の長袖、長ズボン、ズッ
ク靴を着用してください。

●申込締切　１１月１９日（土）
●申込・問合先
　同館　��１５１５

　

月
３
日（
土
）

１２
　

月　

日（
金
）

１２

１６

　

月　

日（
月
）

１２

１９

　

月　

日（
水
）

１２

２１

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

時　間コース期　日

午前１０時～正午午前１１／２７
（日） 午後１時～３時午後

午前１０時～正午午前１１／２８
（月） 午後１時～３時午後
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可
児
市
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー  

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

　

可
児
市
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
を
対

象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
の
い
ず
れ

１１

２１

１２

１９

も
月
曜
日
（
全
５
回
）

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
障
が

い
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
人

●
定
員　

６
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切
日　
　

月　

日
（
月
）

１１

１４

●
申
込
・
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

　

�
�
５
２
３
１

市
政
見
学
バ
ス  

市
内
を
バ
ス
で
巡
ろ
う

　

市
は
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
す
る
、
市

政
見
学
バ
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
７
日
（
水
）

１２

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

４０

（
午
前
９
時　

分
集
合
）

２０

●
集
合
場
所　

中
恵
土
公
民
館

●
対
象
者　

一
般
成
人
（
乳
幼
児
は
同
伴
で

き
ま
せ
ん
）

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３５

●
コ
ー
ス　

可
児
郷
土
歴
史
館
↓
ふ
れ
あ
い

の
里
可
児
↓
名
城
大
学
都
市
情
報
学
部
↓

南
消
防
署
↓
兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館

※
昼
食
は
名
城
大
学
学
生
食
堂
で
各
自
。

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
火
）

１１

２２

●
申
込
・
問
合
先　

市
政
情
報
課

社
会
福
祉
法
人
可
茂
会（
可
茂
学
園
）  

更
生
施
設
の
利
用
者
を
募
集

　

社
会
福
祉
法
人
可
茂
会
は
、
来
年
度
に
開

所
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設（
通
所
分
場
）

の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
利
用
条
件　

○
満　

歳
以
上
で
知
的
障
害

１８

の
判
定
を
受
け
た
人　

○
単
独
で
の
通
所

が
可
能
な
人　

○
パ
ン
作
り
・
喫
茶
業
務

が
可
能
な
人
、
ま
た
は
興
味
の
あ
る
人

●
場
所　

東
帷
子
（
南
消
防
署
西
可
児
分
遣

所
南
）

●
申
込
締
切
日　
　

月　

日
（
水
）

１１

３０

●
申
込
・
問
合
先　

可
茂
学
園
の
日
比
野
さ

ん　
 

�
�
３
３
６
６

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー  

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す

　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
民
間
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
次
の
施
設
の
管
理
運
営

を
委
ね
る
団
体
を
公
募
し
ま
す
。

●
施
設
名
称　

可
児
市
市
民
公
益
活
動
セ
ン

タ
ー（
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

●
指
定
期
間　

５
年

●
場
所　

総
合
会
館
分
室（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

●
公
募
要
項
の
配
布　
　

月
１
日
（
火
）
〜

１１

●
公
募
期
限　
　

月　

日
（
木
）

１２

２２

●
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 
可
児
市
成
人
式  

市
外
在
住
者
は
参
加
申
込
み
を

　

市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
平
成　
１８

年
可
児
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

年
１
月
８
日
（
日
）

１８

●
時
間　

午
後
１
時
〜
（
受
け
付
け
は
正
午

〜
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
対
象
者　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜　

年
４

６０

６１

月
１
日
生
ま
れ
の
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人 

　

往
復
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
の
で
、出
席
・

欠
席
を
明
記
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、は
が
き
の
内
容
に
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、

返
信
は
が
き
に
記
入
す
る
か
、
生
涯
学
習
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

市
外
に
住
所
の
あ
る
人 

　

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、　

月　

日

１２

１５

（
木
）
ま
で
に
、
①
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
連

絡
所
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
す
る
か
、
②
電
子
メ
ー

ル
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
卒
業
中
学

案
内 

G
u

id
an

ce

校
を
明
記
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
（sy

og
aig
a

k
u
sy
u
@
city
.k
an
i.g
ifu
.jp

）
へ
送
付
す
る

か
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

▽
当
日
は
、
卒
業
中
学
校
ご
と
に
受
け
付
け

し
ま
す

▽
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.city
.k
an
i.g
ifu
.jp
/

か
ら

も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

可
児
市
障
が
い
者
計
画  

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
は
、
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
対
応
し
、
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
可
児
市
障
が
い
者
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

障
が
い
の
あ
る
人
、
障
が
い
者

（
児
）
を
介
助
さ
れ
て
い
る
人

●
内
容　

現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
、
行
政
・

地
域
に
対
す
る
要
望

●
提
出
方
法　

意
見
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
�
�
１
２
９
４
）、

　

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（fu

k
u
si@
city
.k
an

i.g
ifu
.jp

）
で
福
祉
課
あ
て
に
送
る
か
、
窓

口
に
持
参
す
る

●
提
出
締
切　
　

月　

日
（
水
）

１１

３０

●
問
合
先　

福
祉
課
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県
民
手
帳  

平
成　

年
版
を
販
売
し
ま
す

１８

　

県
統
計
協
会
が
発
行
す
る
平
成　

年
版
岐

１８

阜
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
最
新
の
各
種

統
計
資
料
や
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
情
報
な

ど
が
収
録
さ
れ
た
、
便
利
で
使
い
や
す
い
手

帳
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
大
き
さ　
　

・
３
セ
ン
チ
×
９
・
１
セ
ン

１７

チ
●
価
格　

４
８
０
円
（
税
込
み
）

●
販
売
期
間　
　

月　

日
（
月
）
〜　

年
１

１１

１４

１８

月　

日
（
火
）

３１

●
販
売
場
所　

市
総
合
政
策
課
ま
た
は
兼
山

振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所

●
問
合
先　

市
総
合
政
策
課

８
０
２
０
運
動  

健
康
な
歯
を
も
つ
人
へ
表
彰

　

可
児
歯
科
医
師
会
と
可
児
口
腔
保
健
協
議

会
は
、　

歳
以
上
で
自
分
の
歯
が　

本
以
上

８０

２０

あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
人
の
審
査
と
表

彰
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

大
正　

年
３
月　

日
以
前
に
生

１４

３１

ま
れ
た
人

審
査 

▽
期
日　
　

月　

日
（
火
）

１１

１５

▽
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

▽
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

表
彰 

▽
期
日　
　

年
１
月　

日
（
木
）

１８

１２

▽
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

市
社
会
福
祉
協
議
会  

地
域
懇
話
会
に
参
加
を

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
各
地
区
で
第
２

回
地
域
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
状
況
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
場
所
と
時
間　

●
問
合
先　

同
協
議
会（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

�
�
１
５
５
５

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー  

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
の
内
容
や

施
設
利
用
等
に
関
す
る
調
査
「
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー（
ア
ー
ラ
）に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
上
旬
に
送
付
予
定

１１

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
人
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
３
千
人

●
問
合
先　
（
財
）可
児
市
文
化
芸
術
振
興
財

団 

�
�
３
３
１
１

多
治
見
税
務
署  

年
末
調
整
と
収
支
計
算
の
説
明
会

　

多
治
見
税
務
署
は
「
平
成　

年
分
の
年
末

１７

調
整
説
明
会
」
と
、
農
業
所
得
が
あ
る
人
の

「
収
支
計
算
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会 

▽
期
日　
　

月　

日
（
金
）

１１

１８

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

▽
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

▽
内
容　

年
末
調
整
に
つ
い
て

▽
対
象
者　

各
事
業
所
給
与
等
担
当
者

収
支
計
算
説
明
会 

▽
期
日　
　

月　

日
（
月
）

１１

２１

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

農
業
所
得
の
記
帳
の
仕
方
や
収
支

計
算
書
の
作
成
方
法
に
つ
い
て

▽
対
象
者　

農
業
所
得
の
あ
る
人
（
既
に
収

支
計
算
に
よ
っ
て
申
告
さ
れ
て
い
る
人
を

除
く
）

※
平
成　

年
分
の
確
定
申
告
か
ら
水
稲
、
転

１８

作
田
の
農
業
所
得
標
準
が
廃
止
さ
れ
、
収

支
計
算
に
よ
る
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

多
治
見
税
務
署
�
０
５
７
２
�

０
１
０
１
ま
た
は
市
税
務
課

男
女
共
同
参
画
・
交
流
サ
ロ
ン  

朗
読
を
楽
し
む

　

宮
沢
賢
治
研
究
家
が
、
賢
治
の
童
話
「
雪

渡
り
」
を
朗
読
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
ば
あ

そ
び
や
朗
読
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１１

１２

●
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

東
海
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
連
合
会  

喫
煙
は　

歳
に
な
っ
て
か
ら

２０

　

東
海
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
連
合
会
は
、

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

月
〜　

月
に
県
内
の
高
校
・
中
学
校
の

１０

１１

生
徒
を
対
象
と
し
た
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ

を
配
布
す
る
啓
発
活
動
や
、
販
売
店
店
頭
に

お
い
て
も
同
様
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

同
会
可
児
支
部
�
�
５
６
５
１

春
里
公
民
館

中
恵
土
公
民
館

平
牧
公
民
館

帷
子
公
民
館

兼
山
公
民
館

久
々
利
公
民
館

姫
治
公
民
館

桜
ケ
丘
公
民
館

広
見
東
公
民
館

今
渡
公
民
館

広
見
公
民
館

川
合
公
民
館

土
田
公
民
館

下
恵
土
公
民
館 　

月
８
日（
火
）午
後
７
時　

分
〜

１１

３０

　

月　

日（
木
）午
後
７
時
〜

１１

１０

　

月　

日（
金
）午
後
７
時
〜

１１

１１

　

月　

日（
月
）午
後
７
時
〜

１１

１４

　

月　

日（
火
）午
後
７
時
〜

１１

１５

　

月　

日（
金
）午
後
７
時
〜

１１

１８

　

月　

日（
土
）午
後
７
時
〜

１１

１９

　

月　

日（
月
）午
後
７
時
〜

１１

２１

　

月　

日（
火
）午
後
７
時
〜

１１

２２

　

月　

日（
木
）午
後
７
時
〜

１１

２４

　

月　

日（
金
）午
後
７
時　

分
〜

１１

２５

３０

　

月　

日（
土
）午
後
７
時
〜

１１

２６

　

月　

日（
月
）午
後
７
時
〜

１１

２８

　

月　

日（
火
）午
後
７
時　

分
〜

１１

２９

３０
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●
国民健康保険税

介護保険料

11月の税金 

※11月30日までに納めましょう。

6期

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収集地区

１６貉３０貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

１０貅２４貅今渡・土田

２１豺１４豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２４貅１７貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

３０貉２３貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２９貂２２貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１８貊１１貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２５貊１８貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

１１月のごみ・リサイクル資源収集日

資源集団回収にご協力を

１１月２７日（日）期　　日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレ
ー、発泡スチロール、紙類
（新聞と広告は別にする）

回収品目

午前９時～１１時の間に
総合会館分室駐車場（Ｊ
Ｒ可児駅西）へ

収集時間
場　　所

消
費
生
活
巡
回
相
談  

巡
回
相
談
が
始
ま
り
ま
す

　

市
は
、　

月
か
ら
消
費
生
活
相
談
員
に
よ

１１

る
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
内
容　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
方
法
、

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い
た
と
き
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
消
費
生
活

に
関
す
る
こ
と

●
期
日
と
場
所　

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

３０

※
次
回
か
ら
は
、「
相
談
」
の
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
先　

商
工
観
光
課

歯
科
休
日
診
療
当
番  

治
療
が
必
要
な
場
合
は

　
　

月
の
祝
日
の
歯
科
休
日
診
療
当
番
は
次

１１
の
通
り
で
す
。
歯
の
治
療
を
受
け
た
い
人

は
、
電
話
で
確
認
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

●
期
日　
　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

う
か
い
歯
科
（
菅
刈
）
�
�
０
３

７
８

※
歯
以
外
の
急
病
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
�
�
３
７
９
９
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局  

都
市
間
高
速
バ
ス
を
活
用
し
よ
う

　

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局

は
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ
る
利
用

促
進
、
自
動
車
利
用
の
抑
制
に
よ
る
渋
滞
緩

和
・
環
境
改
善
な
ど
を
目
的
に
、
都
市
間
高

速
バ
ス
（
名
古
屋
線
）
を
活
用
し
た
「
パ
ー

ク
＆
高
速
バ
ス
ラ
イ
ド
実
証
実
験
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
「
パ
ー
ク
＆
高
速
バ
ス
ラ
イ
ド
」
と
は
、
高

速
バ
ス
の
停
留
所
近
く
の
専
用
駐
車
場
に
自

家
用
車
を
駐
車
し
、
高
速
バ
ス
に
乗
り
換
え

る
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
対
象
路
線　

都
市
間
高
速
バ
ス
・
名
古
屋

線　

○
桜
ケ
丘
系
統
＝
桜
ケ
丘
ハ
イ
ツ
〜

栄
・
名
古
屋
駅　

○
可
児
市
役
所
系
統
＝

可
児
車
庫
・
可
児
市
役
所
〜
栄
・
名
古
屋

駅
●
実
験
期
間　
　

月
１
日
（
木
）
〜　

年
２

１２

１８

月　

日
（
火
）
ま
で
の
３
カ
月
間

２８

●
専
用
駐
車
場（
駐
車
無
料
）　

○
桜
ケ
丘
系

統
＝
皐
ケ
丘
６
丁
目
停
留
所
付
近　

○
可

児
市
役
所
系
統
＝
可
児
車
庫
停
留
所
・
み

ず
き
ケ
丘
停
留
所
付
近

※
専
用
駐
車
場
が
使
用
で
き
な
い
日
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
場
所
と
あ
わ
せ
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
モ
ニ
タ
ー
募
集　
　

年
１
月
の
１
カ
月
間

１８

に
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
で
５
往
復
以
上

利
用
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
を
、　

月　

日
ま

１１

３０

で
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
特
典
と
し
て
、
５
往
復
分
の
高
速
バ
ス
回

数
券
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

同
省
岐
阜
運
輸
支
局
運
輸
課
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PTA資源回収

１１月１９日（土）期　　日

東明小学校ＰＴＡ回収団体

新聞、雑誌、広告、ダンボ
ール、牛乳パック、古着回収品目

午前８時収集時間

久々利公民館、平牧公民
館、東明小学校

収集持参
場　　所

　

月
４
日（
金
）

１１
　

月　

日（
金
）

１１

１１

　

月　

日（
金
）

１１

１８

　

月　

日（
金
）

１１

２５

兼
山
振
興
事
務
所

今
渡
公
民
館

土
田
公
民
館

下
恵
土
公
民
館
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母子健康手帳交付
　● 期日　毎週金曜日　　● 受付時間
９時１５分～９時３０分　　● 場所　保健
センター　※当日は、妊娠の知識や
母子手帳の使い方などを説明しま
す。

あこがれママ教室

　● 場所　保健センター　　● 内容　　○ １
課＝妊娠中の生活と栄養（試食）
　○ ２課＝妊婦体操（運動のできる服
装、飲み物を持参）、歯の衛生（歯ブ
ラシ、手鏡、コップを持参）　　○ ３課
＝臨月からお産、乳房の手当て

ポリオ

　● 対象者　投与日を基準として、生
後３カ月から９０カ月までの乳幼児
で、未投与者と１回投与済者　※２
回目投与は、１回目との間隔を６週
間以上空けてください。

BCG
　● 期日　１１月１７日（木）　　● 受付時間
１時３０分～１時５０分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１７年８月１日
～１５日生まれ　※ＢＣＧ前後４週間
は他の予防接種を受けないでくださ
い。

元気はつらつ講話
　● 期日　１１月１７日（木）　　● 時間　１０
時～１０時４０分　　● 場所　可児川苑
（坂戸）　　● 内容　音楽療法「音楽で
いきいきルンルン♪」

献血

離乳食モグモグ教室
　● 期日　１１月２２日（火）　　● 受付時間
９時４５分～１０時　　● 場所　総合会館
（市役所向かい）　　● 対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　　● 持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　　● 申
込締切　１１月１５日（火）　　● 申込先
健康増進課

こども相談
　● 期日　１１月１５日（火）　　● 受付時間
９時～１０時３０分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　乳幼児を持つ人
※育児に関する相談に応じます。

３種混合（初回・追加）

　● 対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満で、百日ぜきにかかったことのな
い子（３～８週間の間隔で３回接種）
※初回終了後１年～１年半の間隔で
追加接種を受けてください。

乳児健康診査
　● 期日　１１月１６日（水）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１７年７月１日～１５
日生まれ

離乳食相談
　● 期日　１１月１６日（水）　　● 受付時間
２時～２時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　離乳期の乳児を持
つ人　※離乳食の進め方、調理方法
について相談に応じます。

１歳６か月児健康診査
　● 期日　１１月２１日（月）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１６年４月１６日～３０
日生まれ　※虫歯予防と食生活につ
いてもお話します。

人権・困りごと相談
　● 期日　１１月１１日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　図書館本館（広
見）　　● 問合先　まちづくり推進課

生涯楽習相談
　● 期日と場所　　○ １１月１３日（日）＝
文化創造センター（下恵土）　　○ １１月
２１日（月）＝市役所１階相談室　　● 時
間　１時～４時　※子どもボランテ
ィア相談も受け付けます。ボランテ
ィアや体験活動について気軽に相談
してください。　　● 問合先　生涯学
習課

景観相談
　● 日時　　○ 緑化＝１１月１５日（火）２
時～４時　　○ デザイン・色彩＝１１
月１７日（木）９時３０分～１１時３０分
　● 場所　市役所１階相談室　　● 申込
方法　都市計画課へ電話で予約する
　● 問合先　同課 

行政相談
　● 期日　１１月１１日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　総務課

心配ごと相談
　● 期日　毎週火曜日　　● 時間　１時
～４時　　● 場所　福祉センター（今
渡）　　● 問合先　市社会福祉協議会
��１５５５

発達と教育の相談会
　● 期日　１１月１６日（水）　　● 時間　１
時３０分～３時３０分　　● 場所　総合会
館分室（ＪＲ可児駅西）　　● 申込方法
　各幼稚園、各保育園、小中学校に
備え付けの相談申込書で申し込む
か、教育研究所へ電話で予約する
　● 問合先　同研究所　��４８４１

国税の出張相談
　● 期日　１１月２４日（木）　　● 時間　１０
時～３時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　税務課

　乳児健診・１歳６か月児健診・３歳児
健診と保健センターで行われる予防接
種の番号札は、午前８時３０分から受付に
用意しています。番号札を利用する場合
は、母子健康手帳を持参の上、お越しく
ださい。　 　● 問合先　健康増進課

精神保健福祉相談
　● 期日　１１月１１日（金）　　● 時間　１
時３０分～４時３０分　　● 場所　福祉セ
ンター　　● 申込方法　福祉課へ電話
で予約する　　● 問合先　同課

ことば・発達相談
　● 日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　　● 場所
養護訓練センター（可児警察署西）
　● 申込・問合先　同センター　��
０２５５

法律相談
　● 期日　１１月１５日、２２日（火）　　● 受
付時間　１時～２時　　● 場所　福祉
センター　　● 問合先　まちづくり推
進課

住宅（建築）相談
　● 期日　１１月１８日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　※耐震などの相談も受け付けま
す。　　● 問合先　建築指導課

受付時間期　日

９時１０分～
９時２０分１１／１１（金）１課

９時２０分～
９時３０分

　　１８（金）２課

　　２５（金）３課

場　所受付時間期　日

姫治公民館
２時～
２時３０分

１１／１１（金）

下恵土公民館　　１８（金）

保健センター１時３０分～
２時３０分　　２５（金）

場　所受付時間期　日

川合公民館
２時～
２時３０分

１１／１５（火）

兼山公民館　　２２（火）

場　所受付時間期　日

工業団地協同
組合（姫ケ丘）

９時３０分～１時
２時～４時１１／１７（木）

ユニー可児
店（中恵土）

１０時～１時
２時～４時　　２２（火）
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太郎（日本語） 

José
（ポルトガル語） 

Emily
（英語） 

太郎 & José & Emily：今回は時に関する質問と答えだよ。 

クワンド 
Quando?

アゴーラ 
Agora

オッジ
Hoje

ウェン 
When?

ナウ 
Now

トゥデイ 
Today

アマニャン 
Amanhã

トゥモロー 
Tomorrow

イエスタデイ 
Yesterday 

 

オンテン
Ontem

「DVは重大な犯罪です！」 

No.4

インフルエンザを知っておこう 
　インフルエンザに感染しやすい季節。 
　風邪とは違うそのしくみを理解し、効果的な予防

対策をしましょう。 

1．インフルエンザとは？ 
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感

染することによって発病し

ます。感染者が咳やくしゃ

みなどをすることによりウ

イルスが空気中に広がって、

それを吸い込むことで感染

します。 

2．風邪との違い 
　風邪といえば、鼻水、咳、

くしゃみ、のどの痛み、頭痛、

悪寒、だるい、体の節々が

痛い、などが主な症状。それに比べ、インフルエン

ザは、急に高い熱（38度～40度程度）が出て全身に

悪化症状が出るのが特徴です。重症化すると、気管

支炎や肺炎に発展してしまいます。インフルエンザ

が流行すると、特に65歳以上の高齢者で死亡率が高

くなります。 

3．予防するには？ 
　人込みは避けましょう。ウイルスがたくさん集ま

ります。ただしウイルスはどこでも存在します。外

出時にはマスクを利用し、室内では加湿器などを使

って適度な湿度（50～60％）を保ちましょう。十分

に休養をとり、体力や免疫力を高め、常日ごろから

バランスよく栄養をとることも大切です。 

●問合先　健康増進課 

No.4

可児市在住の外国人：27カ国6,162人 
　　　　　（平成17年10月1日現在） 

男女共同

　ドメスティック・バイオレンス（DV）とは、夫や
恋人などの親密な関係にある（あった）人から受け
る暴力を指し、男性から女性に対しての暴力が99％
を占めます。 
　暴力は、殴るけるといった身体的なものだけでは
なく、怒鳴る、暴言を浴びせる、無視する、行動を
束縛する、生活費を負担しない、性的行為を強要す
るなども含まれます。相手に恐怖を与え、自由を奪
ったら、それはすべて暴力なのです。 
　被害に遭っている当事者は言います。「私にも悪
いところがあったから」と。でも、あなたに責任は
ありません。加害者はしなくてもいい暴力をふるっ
たのです。相手をコントロールする手段として自ら
暴力を「選んだ」のです。どんな理由があろうと暴

力は決して許されません。また、「優しい時もある
から、いつか変わってくれる」と希望を持ちますが、
おそらくこれからも変わりません。加害者がきちん
と計算して暴力をふるい、自分に従うのは当たり前
だと思っている限りは…。 
　DVは重大な犯罪です！ 
　DVをなくすためには、私たち一人ひとりがいかな
る暴力も犯罪であるという認識を持ち、被害を受け、
苦しんでいる人たちが「声をあげやすい社会」づく
りをすることが重要です。 
　まずはひとりで悩まないで相談してください。味
方になってくれる人は必ずいます。 
【相談窓口】 
◇配偶者暴力相談支援センター　1058（274）7377 
◇市こども課こども家庭係 
●問合先　総合政策課 

●問合先　まちづくり推進課 

ジョゼ エミリー 

いつ？ 今 今日 明日 昨日 



しん ぐる　ま 

山陰に日が射す短い時間。晩秋の暖かな光が、紅葉
のグラデーションを浮き上がらせます。透過光が、
独特な世界を作り出します。 

（土田・可児川下流域公園） 

　「伝統芸能を受け継ぐ人が育ってほしい」と、宮太鼓
の継承にかける意気込みを熱く語ります。可児市宮太
鼓保存会会長の安田さんは、市の重要無形民俗文化財
として指定されている宮太鼓を、次の世代に伝えていか
なければとの思いから、地域の人たちとともに子どもた
ちに宮太鼓を教えています。 
　土曜日の夜、東上屋敷公民館（下恵土）では、宮太鼓
の練習のため、多くの子どもたちが集まります。笛の音
に続き、安田さんの小太鼓、子どもたちの大太鼓の音が
リズムよく響き合い、「めでた」「神来魔」などの曲が演
奏されていきます。 
　太鼓を勇ましくたたく子どもたちの姿に、安田さんの
子どもたちに託した思いを見ることができました。 
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表紙の人　 
　宮太鼓 安田紘治さん 

透過光

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 


